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５
月
17
日
の
総
会
に
て
会
長
職

の
指
名
、
承
認
を
受
け
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
今
年
度
も
皆
さ
ん
の
熱
意

に
連
動
し
て
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導
の

ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
も
業
務
で
多
忙
の
な
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
世
話
し
て
く

だ
さ
っ
た
役
員
の
方
々
の
お
か
げ

で
、
隔
月
の
全
体
研
修
や
定
例
の

施
設
ケ
ア
マ
ネ
向
け
研
修
及
び
各

区
活
動
を
計
画
通
り
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
企
画
か
ら
講
師
と
の
打
ち

合
わ
せ
、
会
場
取
り
や
案
内
書
作
成

及
び
当
日
の
進
行
な
ど
ご
苦
労
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
シ

ニ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
主
催
の

会
長
挨
拶

宮
本
　
好
彦
（
三
恵
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
）

各
会
議
出
席
、
執
行
部
役
員
に
お
い

て
は
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡
協
議

会
や
医
師
会
及
び
行
政
と
の
会
議

等
、
連
携
が
深
ま
る
に
つ
れ
夜
間
な

ど
も
多
く
の
時
間
を
割
い
て
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り

て
会
員
の
皆
様
に
も
ご
報
告
し
、
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
今
年
度
も
全
体
研
修
、
各
区

活
動
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
す

で
に
稼
動
し
て
い
ま
す
。
情
報
共
有

や
横
の
つ
な
が
り
を
主
に
し
て
き

た
各
区
活
動
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
サ
ポ
ー
テ
ィ
ブ
な
内
容
か
ら
今

後
は
専
門
性
を
深
め
る
よ
う
な
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活
動
に
な
れ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
全
体
研
修
に
つ
い

て
は
仕
事
の
幅
と
質
を
上
げ
つ
つ
、

や
は
り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・

向
上
が
図
れ
る
も
の
を
開
催
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

医
療
と
介
護
の
連
携
と
言
わ
れ

そ
れ
な
り
の
時
間
が
経
ち
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、
連
携
を
す
る
た
め
の
医

療
機
関
か
ら
の
求
め
に
応
じ
ら
れ

る
専
門
性
を
私
た
ち
は
持
ち
あ
わ

せ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。「
地
域
包

括
ケ
ア
計
画
」
と
も
銘
打
っ
た
第
６

期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
施
行
に

向
け
て
、
各
方
面
で
繋
ぎ
役
と
な
る

私
た
ち
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
は
更

な
る
専
門
性
の
探
求
が
必
須
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
今
年
度
は
さ
い
た

ま
独
自
の
事
例
検
討
会
を
始
動
し

ま
す
。 

数
年
前
か
ら
試
行
的
に
行
っ

て
き
て
お
り
ま
し
た
が
、
一
昨
年
か

ら
は
県
の
更
新
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
も
採
用
さ
れ
た
内
容
で
す
。
ぜ
ひ

と
も
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

一
方
で
、
ガ
ス
抜
き
は
大
事
で

す
。
小
さ
な
単
位
で
も
大
人
数
で
も

会
員
同
士
の
懇
談
会
な
ど
は
、
役

員
に
限
ら
ず
ど
な
た
か
ら
の
発
信

で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ど
ん
ど
ん

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
開
催
の

際
は
私
も
誘
っ
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ

し
く
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員
協
会

　
「
平
成
26
年
度　

通
常
総
会
」

開
催
日
時　
平
成
26
年
５
月
17
日
（
土
）
13
時
45
分
～
14
時
50
分
（
通
常
総
会
）

開
催
場
所　
さ
い
た
ま
共
済
会
館　

６
階　

６
０
１　

第
１
ホ
ー
ル

　

５
月
17
日
（
土
）
さ
い
た
ま
共

済
会
館
に
お
い
て
「
平
成
26
年
度

さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員
協

会
通
常
総
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

現
在
の
会
員
総
数
は
、
２
６
０

名
、
今
年
度
の
通
常
総
会
は
、
出

席
者
と
委
任
状
を
含
め
１
７
６
名

で
、
会
則
第
20
条
第
１
項
の
会
員

過
半
数
の
同
意
を
満
た
し
て
お
り
、

総
会
は
成
立
し
た
。

　

来
賓
に
は
、
さ
い
た
ま
市
保
健

福
祉
局
長　

大
塔
幸
重
氏

を
は
じ
め
、
行
政
か
ら
も

多
数
の
ご
出
席
を
い
た
だ

い
た
。
ま
た
関
係
諸
団
体

よ
り
、
さ
い
た
ま
市
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連

絡
協
議
会　

新
井
優
氏
に

も
ご
出
席
を
い
た
だ
い
た
。

　

行
政
を
代
表
し
て
大
塔

氏
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ

い
た
。

　

埼
玉
県
は
日
本
で
一

番
高
齢
化
の
進
行
が
早

く
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者

人
口
が
急
激
に
増
加
す
る

と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
さ

い
た
ま
市
も
例
外
で
は
な
く
、
現

在
、
75
歳
以
上
の
人
口
は
、
約

11
万
５
千
人
、
２
０
２
５
年
に
は
、

約
19
万
３
千
人
と
予
測
。
大
塔
氏

は
、「
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・

生
活
支
援
に
つ
い
て
、
地
域
で
一

体
的
に
提
供
で
き
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
準
備
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
年
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
の
第

６
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
、
介

祉
推
進
委
員
会
な
ど
の
埼
玉
県
内

関
連
の
様
々
な
公
職
に
就
き
、
過

去
15
年
間
に
さ
い
た
ま
市
在
住
の

５
０
０
０
人
の
高
齢
者
に
講
演
し

た
経
験
や
ご
両
親
の
介
護
を
通
し

て
、
見
聞
き
し
感
じ
た
こ
と
や
元

気
シ
ニ
ア
の
様
々
な
見
方
、
元
気

シ
ニ
ア
を
取
り
巻
く
現
在
か
ら
今

後
の
社
会
的
な
動
き
を
お
話
し
い

た
だ
い
た
。

　

両
親
の
介
護
を
通
じ
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
自
分
よ

り
若
い
人
に
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る

平
成
26
年
度　
第
１
回
全
体
研
修

「
シ
ニ
ア
の
見
方
」
と
「
シ
ニ
ア
の
味
方
」

　

―
介
護
の
少
し
手
前
の
シ
ニ
ア
市
場
を
考
え
る
―

開
催
日
時　
平
成
26
年
５
月
17
日
（
土
）　

15
時
00
分
～
16
時
45
分

開
催
場
所　
さ
い
た
ま
共
済
会
館　

６
階　

６
０
１　

第
１
ホ
ー
ル

　

本
年
度　

第
１
回
目
の
全
体
研

修
は
「
シ
ニ
ア
の
見
方
」
と
「
シ

ニ
ア
の
味
方
」
―
介
護
の
少
し
手

前
の
シ
ニ
ア
市
場
を
考
え
る
―
を

テ
ー
マ
に
文
京
学
院
大
学
経
営
学

部
教
授　

櫻
澤
仁
氏
を
お
招
き
し
、

護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
、
高

齢
期
を
迎
え
て
も
安
心
し
て
生
活

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け

た
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
来
年
度
の
介
護
保
険
制

度
改
正
は
、
平
成
18
年
度
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
地
域
支

援
事
業
の
創
設
に
匹
敵
す
る
よ
う

な
大
き
な
改
正
を
予
想
し
て
お
り
、

「
介
護
保
険
事
業
も
含
め
た
高
齢

者
施
策
の
推
進
に
は
、
さ
い
た
ま

市
介
護
支
援
専
門
員
協
会
の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
。
貴
会
は
、

日
頃
か
ら
会
員
の
専
門
的
知
識

の
向
上
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

と
し
て
、
研
修
会
等
で
課
題
や
問

題
の
共
有
化
を
図
っ
て
お
り
、
さ

い
た
ま
市
と
し
て
も
大
変
心
強
い
。

引
き
続
き
ご
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
、
市
や
他
の
事
業
者
と
の
連

携
協
力
を
よ
り
一
層
進
め
、
さ
い

た
ま
市
の
介
護
高
齢
者
施
策
の
さ

ら
な
る
発
展
に
ご
協
力
い
た
だ
き

た
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

議
事
進
行
は
、
三
恵
苑
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー　

宮
本
好
彦
氏

が
議
長
と
な
り
、
す
べ
て
の
議
案

（
議
案
第
１
号
か
ら
３
号
）
に
つ

い
て
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
た
。

〔
議
案
第
１
号
〕　

平
成
25
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告

〔
議
案
第
２
号
〕　

会
則
の
一
部

変
更
及
び
平
成
26
年
度
役
員

選
出

〔
議
案
第
３
号
〕　

平
成
26
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算

　

会
長
に
は
、
宮
本
好
彦
氏
が
前

年
度
に
引
き
続
き
選
任
さ
れ
、
今

年
度
は
、
協
会
に
お
い
て
組
織
体

制
の
編
成
を
行
い
、
新
た
な
船
出

と
な
っ
た
。

　

さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員

協
会
「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」（
広
報
誌

表
紙
に
掲
載
）
は
、
さ
い
た
ま
市

各
区
の
十
色
を
使
用
し
、「
人
が

支
え
合
い
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
色

と
り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ
よ
う
」

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
和
」
の
意
味

を
込
め
て
い
る
。
思
い
を
確
か
め

合
い
26
年
度
の
幕
が
開
け
た
。

要
支
援
認
定
を
受
け
る
一
歩
手
前

の
高
齢
者
、
元
気
シ
ニ
ア
と
社
会

情
勢
に
つ
い
て
ご
講
義
い
た
だ
い

た
。

　

櫻
沢
先
生
は
、
彩
の
国
生
き
が

い
大
学
の
講
師
や
埼
玉
県
地
域
福
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現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
、
申
し

訳
な
い
と
い
う
自
責
の
念
や
、
信

用
し
な
く
て
は
と
い
う
思
い
が

あ
っ
た
。
ま
た
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
は
、
サ
ー
ビ

ス
や
ス
キ
ル
の
標
準
化
の
必
要
性

を
感
じ
た
と
い
う
。

　

現
在
の
日
本
人
の
平
均
年
齢
は

48
歳
だ
が
、
日
本
人
が
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
平
均
年
齢
は
52
歳
で
社

会
的
に
疲
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
サ
ザ
エ

さ
ん
の
父
、波
平
さ
ん
と
漫
画
「
社

長　

島
耕
作
」
の
年
齢
を
比
較

し
、
波
平
さ
ん
は
55
歳
、
島
耕
作

が
社
長
に
な
っ
た
の
は
65
歳
と
一

昔
前
の
シ
ニ
ア
世
代
と
今
の
シ
ニ

ア
世
代
を
比
べ
る
と
、
10
歳
は
若

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
今
の
シ

ニ
ア
は
歩
く
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な

り
、
知
的
セ
ン
ス
が
高
く
ス
マ
ー

ト
で
、
大
き
な
輪
で
群
れ
る
よ
り

も
独
自
情
報
重
視
の
小
さ
い
輪
で

の
行
動
が
多
い
。
退
職
時
の
挨
拶

文
も
以
前
は
再
就
職
し
た
と
い
う

文
面
が
多
か
っ
た
が
、「
老
い
て

ま
す
ま
す
意
気
揚
々
、
生
涯
現
役
」

等
、
や
り
た
い
こ
と
を
楽
し
む
と

い
う
文
面
が
多
く
な
り
、
高
齢
新

人
類
が
増
加
中
で
あ
る
こ
と
を
感

じ
る
。
シ
ニ
ア
の
タ
イ
プ
は
４
つ

に
分
類
で
き
、
庭
い
じ
り
等
が
好

き
な
「
オ
ー
ル
ド
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

型
」、
民
生
委
員
等
自
治
会
活
動

が
好
き
な
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
グ
ル
ー
プ
型
」、
ア

ウ
ト
ド
ア
等
新
し
い
生
き

が
い
つ
く
る
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
ラ
イ
フ
型
」、「
エ
ン

ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ
型
」
に
分

け
ら
れ
、
前
出
２
型
を
従

来
型
、
後
出
２
型
を
新
人

類
型
と
い
う
と
の
こ
と
。

　

中
高
年
の
幸
福
感
は
夫

婦
関
係
も「
共
に
一
緒
に
」

と
い
う
考
え
か
ら
、「
各

自
で
互
い
に
」
と
い
う
変

化
が
あ
り
、
女
性
は
人

付
き
合
い
が
増
加
す
る
が
、

男
性
は
減
少
す
る
男
女
差

が
顕
著
に
み
ら
れ
て
い
る
。
団
塊

の
世
代
が
定
年
を
迎
え
、
シ
ニ
ア

市
場
が
急
速
に
膨
張
す
る
と
い
わ

て
い
た
が
、
実
際
に
は
そ
う
で
は

な
か
っ
た
。

　

企
業
は
シ
ニ
ア
を
弱
者
と
は

見
て
お
ら
ず
、「
気
持
ち
の
若
さ
」

と
「
老
い
の
自
覚
」
の
重
複
部
分

の
健
康
意
識
に
く
す
ぐ
り
を
入
れ

た
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
や
、
シ
ニ
ア
を

消
費
者
と
位
置
づ
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
、

シ
ニ
ア
を
働
き
手
と
し
て
捉
え
る

人
材
活
用
ビ
ジ
ネ
ス
等
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
を
取
り
込
む
ビ
ジ

ネ
ス
、
ま
た
２
０
３
０
年
に
は
独

居
高
齢
者
が
４
割
に
な
る
こ
と
を

見
据
え
た
生
前
の
孤
独
を
救
済
す

べ
く
、
生
き
生
き
と
過
ご
す
た
め

の
ビ
ジ
ネ
ス
が
展
開
さ
れ
始
め
て

い
る
。

　

ま
た
高
齢
者
は
サ
ー
ビ
ス
の
選

択
肢
が
少
な
い
た
め
、
ス
イ
ッ
チ

ン
グ
コ
ス
ト
（
現
在
使
用
し
て
い

る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、
代
替

性
の
あ
る
他
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス

へ
切
り
替
え
る
際
に
発
生
す
る
コ

ス
ト
）
が
高
い
こ
と
も
あ
り
、
世

代
ご
と
に
変
わ
る
ニ
ー
ズ
や
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
連
続
的
に
切
れ
目

な
く
一
つ
の
企
業
が
提
供
す
る
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
、
鉄
道

会
社
・
バ
ス
会
社
が
各
サ
ー
ビ
ス

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
提
供
す
る

仕
組
み
を
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
い

る
と
い
う
。

　

例
え
ば
、
公
民
館
で
高
齢
者
向

け
メ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
開
催
し
、
仲

間
作
り
支
援
を
し
、
み
ん
な
で
綺

麗
に
な
っ
て
バ
ス
で
買
い
物
に
行

く
と
い
う
サ
ー
ク
ル
活
動
と
、
消

費
す
る
機
会
を
作
る
等
の
ニ
ー
ズ

の
必
要
な
世
代
が
、
共
通
し
て
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
仲
間
と
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
等
の
「
高
齢
化
の

チ
ェ
ー
ン
化
」
が
進
む
の
で
は
な

い
か
と
の
こ
と
。

　

新
し
い
シ
ニ
ア
の
高
齢
者
像
を

踏
ま
え
て
、
各
々
の
個
別
化
さ
れ

た
気
持
ち
や
話
し
を
聞
き
、
対
応

す
る
必
要
性
が
強
く
な
る
の
で
は

な
い
か
・
・
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド

は
、
男
女
差
が
あ
る
孤
独
な
男
性

が
多
い
と
い
う
こ
と
か
ら
「
つ
な

が
り
」、
自
分
の
評
価
を
求
め
て

い
る
と
い
う
観
点
か
ら
「
認
め
て

欲
し
い
」、「
自
己
実
現
の
欲
求
を

満
た
す
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
シ

ニ
ア
の
気
持
ち
を
知
り
、
シ
ニ
ア

の
味
方
に
な
っ
て
欲
し
い
と
の
話

し
で
幕
を
閉
じ
た
。

　

こ
れ
か
ら
増
え
て
い
く
新
シ
ニ

ア
の
特
徴
を
踏
ま
え
て
、
シ
ニ
ア

ビ
ジ
ネ
ス
を
社
会
資
源
の
一
つ
と

捉
え
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
み

な
ら
ず
上
手
に
活
用
し
、
新
シ
ニ

ア
が
自
己
選
択
・
自
己
実
現
で
き

る
よ
う
支
援
し
、
自
分
ら
し
い
生

き
生
き
と
充
実
し
た
生
活
を
送
り

な
が
ら
、
介
護
予
防
に
つ
な
げ
て

い
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
必
要

性
を
学
ん
だ
研
修
で
あ
っ
た
。

桜
区
・
西
区　
活
動
報
告

　
「
ケ
ア
マ
ネ
ト
ー
ー
ー
ク
！
」

開
催
日
時　
平
成
26
年
６
月
20
日
（
金
）
16
時
00
分
～
17
時
30
分

開
催
場
所　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
い
た
ま
ロ
イ
ヤ
ル
の
園

　

今
回
は
、
桜
区
・
西
区
合
同
で

ま
ず
は
お
互
い
の
地
域
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、「
ケ
ア
マ
ネ
ト
ー
ー
ー

ク
！
」
と
題
し
て
、
各
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
自
分
の
事
業
所
周
辺
の
地

域
性
や
事
業
所
の
特
色
、
自
分
の

強
み
・
弱
み
を
挙
げ
話
し
合
っ
て

い
た
だ
く
。
次
に
「
各
グ
ル
ー
プ

内
お
悩
み
相
談
会
！
」
と
題
し
て
、

個
々
の
弱
み
や
悩
み
を
取
り
上
げ
、

続
い
て
「
各
グ
ル
ー
プ
お
悩
み
仕

分
け
！
」
と
題
し
、
①
こ
の
場
で
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解
決
で
き
る
も
の
、
②
研
修
会
で

取
り
上
げ
た
い
も
の
、
③
市
に
掛

け
合
い
た
い
も
の
、
に
分
類
。
最

後
に
「
各
グ
ル
ー
プ
お
悩
み
発

表
！
」
と
な
っ
た
。　
　

　

地
域
の
特
性
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
人
口
は
西
区
の
方
が
多
い

が
、
単
身
高
齢
者
は
桜
区
の
方
が

約
３
０
０
人
多
く
、
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
に
つ
い
て
は
、
特
養
、
老
健

が
桜
区
２
件
ず
つ
に
対
し
西
区
特

養
８
件
、
老
健
６
件
、
有
料
老
人

ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど

の
施
設
、
通
所
介
護
事
業
所
が
西

区
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

　
「
事
業
所
の
強
み
・
弱
み
」
で

は
１
人
ケ
ア
マ
ネ
や
反
対
に
５
人

以
上
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
「
１
人
で
不
安･･･

」「
ケ
ア

緑
区　
活
動
報
告

　
「
緑
太
郎
ケ
ア
マ
ネ
お
茶
会
開
催
」

開
催
日
時　
平
成
26
年
６
月
30
日
（
月
）　

14
時
00
分
～
16
時
00
分

開
催
場
所　
居
宅
支
援
事
業
所　

お
ふ
く
ろ
さ
ん　

集
会
所

施
設
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
の
報
告

　
「
事
前
ア
セ
ス
メ
ン
ト

～
あ
な
た
の
施
設
で
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
？
」

開
催
日
時　
平
成
26
年
６
月
28
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

開
催
場
所　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
浦
和
し
ぶ
や
苑　

地
域
交
流
ホ
ー
ル
（
緑
区
）

～
フ
リ
ー
ト
ー
ク
に
よ
る
情
報
交

換
会
～  

 
 

 　

恒
例
の
施
設
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

で
す
が
、
今
回
は
施
設
に
勤
務
す

る
介
護
支
援
専
門
員
及
び
施
設
職

員
で
あ
れ
ば
非
会
員
の
方
で
も
参

加
で
き
る
、
オ
ー
プ
ン
形
式
で
実

施
。
30
名
の
方
が
参
加
し
た
。

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
導
入
に
際
し
て

の
面
談
に
お
け
る
情
報
収
集
・
ア

　

６
月
30
日
、
居
宅
支
援
事
業
所

お
ふ
く
ろ
さ
ん
の
集
会
所
に
て
、

緑
区
の
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
「
緑
太

郎
ケ
ア
マ
ネ
お
茶
会
」
が
開
催
さ

れ
た
。

　

緑
区
の
ケ
ア
マ
ネ
協
会
活
動
を

も
っ
と
活
性
化
し
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
で
、
緑
区
役
所
か
ら
区
の

マ
ス
コ
ッ
ト
「
緑
太
郎
」
の
使
用

承
諾
を
い
た
だ
い
た
。

　

お
茶
会
に
は
役
員
を
含
め
て
10

人
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
参
加
し

マ
ネ
同
士
の
人
間
関
係
が
ス
ト
レ

ス･･･

」
な
ど
。「
お
悩
み
相
談
」

で
は
、
認
知
症
、
独
居
、
精
神
疾

患
な
ど
の
ケ
ー
ス
や
、
地
域
と
の

繋
が
り
に
つ
い
て
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。「
お
悩
み
仕
分
け
」
で
は
、

グ
ル
ー
プ
の
中
で
解
決
し
た
も
の

も
多
く
、「
話
を
聞
い
て
も
ら
え

る
と
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
ら
な
い
」

「
お
互
い
に
良
い
所
、
悪
い
所
を

気
付
か
さ
れ
る
」
な
ど
、
ケ
ア
マ

ネ
と
し
て
の
姿
勢
や
業
務
の
確
認

の
場
と
し
て
サ
ロ
ン
に
参
加
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
市

に
掛
け
合
い
た
い
も
の
で
は
、
24

時
間
定
期
巡
回
で
痰
吸
引
し
て
く

れ
る
事
業
所
が
な
く
困
っ
て
い
る
、

独
居
の
方
の
救
急
対
応
、「
課
題

整
理
総
括
表
」
に
つ
い
て
、
他
多

数
挙
げ
ら
れ
た
。

　

本
日
の
参
加
者
全
員
で
、
次
回

サ
ロ
ン
で
取
り
上
げ
た
い
プ
レ
ゼ

ン
決
定
と
ま
で
は
行
か
な
か
っ
た

が
、
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

て
い
た
だ
い
た
。
参
加
者
は
、
不

思
議
な
こ
と
に
全
員
「
一
人
ケ
ア

マ
ネ
」。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
情
報

交
換
や
、
日
頃
の
業
務
を
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
か
な
ど
の
意
見
交

換
を
行
っ
た
り
、
こ
ぼ
れ
話
で

笑
っ
た
り
と
充
実
し
た
２
時
間
と

な
っ
た
。

　

一
人
ケ
ア
マ
ネ
の
心
強
い
絆
を

感
じ
る
一
方
、
次
回
は
複
数
人
い

る
居
宅
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
施

設
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
交
流
を
深
め
お

互
い
の
向
上
に
つ
な
が
れ
ば
更
に

良
い
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
次
回
、
緑
区
の
ケ
ア
マ
ネ

さ
ん
、
緑
区
以
外
の
ケ
ア
マ
ネ
さ

ん
も
是
非
「
緑
太
郎
ケ
ア
マ
ネ
サ

ロ
ン
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
！
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第
１
回　
事
例
検
討
会

　
「
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
用
い
て
、
事
例
検
討
」

開
催
日
時　
平
成
26
年
６
月
24
日
（
火
）
18
時
00
分
～
21
時
00
分

開
催
場
所　
武
蔵
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー　

第
４
会
議
室

セ
ス
メ
ン
ト
を
テ
ー
マ
に
フ
リ
ー

ト
ー
ク
で
の
情
報
交
換
会
と
し
た
。

　

６
～
７
名
の
グ
ル
ー
プ
で
行
い
、

最
後
に
ど
の
よ
う
な
話
題
が
出
た

の
か
を
発
表
し
て
頂
い
た
。
他
の

施
設
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
用
紙
を
見

る
機
会
は
あ
ま
り
な
い
の
で
と
て

も
参
考
に
な
っ
た
。
如
何
に
ご
家

族
の
協
力
を
得
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
か

と
い
う
こ
と
に
改
め
て
気
づ
い
た
。

施
設
内
で
も
職
種
が
違
う
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
づ
ら

い
場
面
が
あ
る
、
な
ど
の
話
題
が

発
表
さ
れ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、「
他
の

施
設
の
話
を
聞
け
て
良
か
っ
た
」

と
の
意
見
が
大
多
数
を
占
め
た
が

事
例
」
を
基
に
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。

　

こ
の
事
例
検
討
会
の
目
的
は
、

事
例
を
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
る

の
で
は
な
く
、
事
例
（
エ
ピ
ソ
ー

ド
）
を
通
し
て
「
自
分
が
そ
の
時

ど
う
感
じ
た
か
、
自
分
自
身
を
検

討
す
る
こ
と
、
自
己
覚
知
」
が
ね

ら
い
。
参
加
者
の
こ
こ
ろ
の
準
備

と
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
そ
の

場
で
記
入
、
一
言
で
も
可
能
と
し
、

２
人
一
組
に
よ
る
「
話
す
・
聞
く
」

こ
と
か
ら
お
互
い
に
理
解
を
深
め

ら
れ
る
。
ま
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
、

説
明
能
力
、
共
感
す
る
力
に
も
つ

な
が
る
。

　

普
段
、
事
業
所
で
行
っ
て
い
る

事
例
検
討
の
手
法
と
は
異
な
り
、

「
自
分
自
身
を
振
り
返
り
、
感
じ
、

考
え
る
こ
と
」
が
目
的
で
、
参
加

者
か
ら
は
「
援
助
力
の
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
、
ケ
ア
マ
ネ
ス
ト
レ
ス

の
解
消
に
つ
な
が
る
」
と
の
声
が

「
施
設
ケ
ア
マ
ネ
は
狭
い
世
界
で

働
い
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

こ
の
よ
う
な
集
ま
り
が
あ
れ
ば
参

加
し
た
い
」、「
ど
こ
の
施
設
で
も

同
じ
よ
う
な
こ
と
で
困
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　

所
属
施
設
の
内
訳
で
は
、
特
養

が
11
名
と
多
く
、
次
い
で
有
料

ホ
ー
ム
の
８
名
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
５
名
が
目
立
つ
数
字
で
あ
っ

た
。

　

最
後
に
、
数
名
の
方
か
ら
の
入

会
希
望
を
受
付
け
た
こ
と
を
報
告

す
る
。

　

今
年
度
は
、
経
験
年
数
に
応
じ

て
事
例
検
討
会
を
３
回
予
定
し
て

お
り
、
第
１
回
目
は
、
主
任
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
対
象
に
リ
フ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
用
い
た
事
例
検
討
を
開

催
し
た
。
参
加
者
は
自
分
を
高
め

よ
う
と
意
欲
的
で
、
定
員
を
超
え

る
ほ
ど
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

※
参
加
者
30
名

　

内
容
は
、
事
例
を
通
し
て
経
験

を
振
り
返
り
、
援
助
技
術
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
が
で
き
る
リ
フ
レ
ク

シ
ョ
ン
。
始
め
は
リ
フ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
概
要
に
関
す
る
講
義
を
行

い
、
そ
の
後
２
人
一
組
で
自
分

に
と
っ
て
影
響
を
与
え
た
人
物
、

事
象
を
取
り
上
げ
て
リ
フ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
次
に
リ
フ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
を
理
解
し
た

と
こ
ろ
で
、
実
際
に
何
の
資
料
も

準
備
し
な
い
で
、
各
々
が
も
っ
て

い
る
「
少
し
気
に
な
っ
た
事
例
」

「
困
難
事
例
」「
す
っ
き
り
し
な
い

あ
っ
た
。

　

研
修
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
副

委
員
長
の
保
坂
由
枝
氏
、
南
区
幹

事
の
小
澤
洋
子
氏
よ
り
、
「
こ
の

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
、
ケ
ー

ス
の
宝
と
し
て
事
例
集
を
作
り
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
自
己
研
鑽

に
繋
が
る
も
の
に
な
れ
ば
」
と
提

案
が
あ
っ
た
。
今
後
、
こ
の
提

案
に
同
意
す
る
参
加
者
を
募
り
、

「
事
例
集
」
を
作
る
と
い
う
新
た

な
取
り
組
み
が
始
ま
る
。
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平成 26年度
さいたま市介護支援専門員協会【年間事業計画】

月
全体・執行部主催研修

内容
幹事会活動・

研修内容
施設ケアマネ研修

内容
事例検討

研修・ネットワーク推進委員会
広報委員会

役員会

４月
執行部会
役員会

５月
 通常総会
 第１回全体研修「基調講演」

（講師　櫻澤　仁氏）

広報委員会
研修ネットワーク推進委員会

施設ケアマネ委員会

執行部会
役員会

６月  事例検討会
広報委員会

研修ネットワーク推進委員会
施設ケアマネ委員会

執行部会
役員会

７月
第２回全体研修

「専門関連分野の研修」
施設ケアマネ活動

広報委員会
研修ネットワーク推進委員会

施設ケアマネ委員会

執行部会
役員会

８月 事例検討会
広報委員会

研修ネットワーク推進委員会
施設ケアマネ委員会

執行部会
役員会

９月
第３回全体研修

「医療関連分野の研修」
第１回施設ケアマネ研修

広報委員会
研修ネットワーク推進委員会

施設ケアマネ委員会

執行部会
役員会

10月 事例検討会
広報委員会

研修ネットワーク推進委員会
施設ケアマネ委員会

執行部会
役員会

11月
第４回全体研修

「連携関連分野の研修」

広報委員会
研修ネットワーク推進委員会

施設ケアマネ委員会

執行部会
役員会

12月
広報委員会

研修ネットワーク推進委員会
施設ケアマネ委員会

執行部会
役員会

１月
第５回全体研修

「制度関連分野の研修」

広報委員会
研修ネットワーク推進委員会

施設ケアマネ委員会

執行部会
役員会

２月
第２回施設ケアマネ研修

「講義」
（講師：峯尾武巳氏）

広報委員会
研修ネットワーク推進委員会

施設ケアマネ委員会

執行部会
役員会

３月
第６回全体（行政合同）研修

「講演」

広報委員会
研修ネットワーク推進委員会

施設ケアマネ委員会

執行部会
役員会

備考 協賛研修として、医師会・さいたま市介護保険サービス事業者連絡協議会等協賛研修

各区活動
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さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員
協
会
会
則

第
１
章　

総
則

（
名
称
）

第
１
条　

本
会
の
名
称
は
、
さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員

協
会
と
す
る
。

（
目
的
）

第
２
条　

本
会
は
、
介
護
支
援
専
門
員
の
資
質
の
向
上
と
介

護
支
援
専
門
員
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
介
護
支
援
業
務
の
円
滑
な
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

（
事
業
）

第
３
条　

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
次

の
事
業
を
行
う
。

（
１
）
介
護
支
援
専
門
員
の
専
門
的
知
識
及
び
技
術
の
向

上
に
関
す
る
こ
と
。

（
２
）
介
護
支
援
専
門
員
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

関
す
る
こ
と
。

（
３
）
介
護
支
援
専
門
員
の
業
務
を
遂
行
す
る
う
え
で
必

要
と
な
る
情
報
の
収
集
と
提
供
に
関
す
る
こ
と
。

（
４
）
上
記
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
。

第
２
章　

会
員

（
会
員
及
び
賛
助
会
員
）

第
４
条　

本
会
は
会
員
及
び
賛
助
会
員
（
以
下
「
会
員
等
」

と
い
う
。
）
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

２　

会
員
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
第
２
条
の
目
的

に
賛
同
す
る
者
と
す
る
。

（
１
）
さ
い
た
ま
市
に
住
所
又
は
勤
務
先
を
有
す
る
介
護

支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
合
格
者
で
あ
っ

て
、
実
務
研
修
を
終
了
し
て
い
る
者
。
又
は
入
会

年
度
内
に
実
務
研
修
を
終
了
す
る
見
込
み
の
者
。

（
２
）
そ
の
他
本
会
が
特
に
入
会
を
認
め
た
介
護
支
援
専

門
員
。

３　

賛
助
会
員
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
第
２
条
に

掲
げ
る
目
的
に
賛
同
す
る
者
と
す
る
。

（
１
）
企
業
・
民
間
業
者
等
の
団
体
組
織
に
所
属
す
る
個

人

（
２
）
学
識
経
験
者

（
３
）
そ
の
他
本
会
が
入
会
を
認
め
た
者
。

（
入
会
）

第
５
条　

本
会
に
入
会
を
希
望
す
る
者
は
、
会
費
を
添
え
て

入
会
申
込
書
を
本
部
事
務
局
に
提
出
し
、
役
員
会
の
承
認

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

入
会
申
込
書
に
よ
る
登
録
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
本
部
事
務
局
に
書
面
に
よ
り
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
会
費
）

第
６
条　

会
員
は
会
費
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

会
員
の
会
費
の
額
は
、
１
人
年
額
５
，
０
０
０
円
と
す

る
。
但
し
、
年
度
後
期
（
10
月
１
日
以
降
）
入
会
者
は
２
，

５
０
０
円
と
す
る
。

３　

賛
助
会
員
の
会
費
の
額
は
、
１
人
年
額
５
，
０
０
０
円

と
す
る
。
但
し
、
年
度
後
期
（
10
月
１
日
以
降
）
に
入
会

し
た
場
合
に
つ
い
て
も
同
額
と
す
る
。

４　

会
費
の
納
入
方
法
は
、
指
定
の
口
座
振
込
み
と
す
る
。

（
退
会
）

第
７
条　

会
員
等
は
、
退
会
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
本
部

事
務
局
に
書
面
に
よ
り
そ
の
旨
の
申
し
出
を
行
い
届
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

会
員
等
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
退
会
し
た
も
の
と
み
な

す
。

３　

正
当
な
理
由
が
な
く
前
条
に
規
定
す
る
会
費
を
１
年
以

上
納
入
し
な
か
っ
た
と
き
。

（
除
名
）

第
８
条　

会
員
等
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

き
は
、
会
長
は
、
役
員
会
の
協
議
を
経
て
、
本
会
か
ら
除
名

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
そ
の
場
合
に
は
、
当
該
会
員

に
対
し
て
弁
明
の
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
本
会
の
運
営
に
著
し
い
支
障
を
与
え
た
場
合

（
２
）
本
会
の
名
誉
を
著
し
く
傷
つ
け
、
又
は
会
則
及
び

倫
理
に
反
す
る
重
大
な
行
為
の
あ
っ
た
場
合

（
拠
出
金
品
の
不
返
還
）

第
９
条　

退
会
し
、
又
は
除
名
さ
れ
た
会
員
等
が
既
に
納
入

し
た
会
費
、
そ
の
他
拠
出
金
は
返
還
し
な
い
。

第
３
章　

組
織

（
役
員
）

第
10
条　

本
会
に
、
次
の
役
員
を
置
く
。

（
１
）
会
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
名

（
２
）
副
会
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
名

（
３
）
事
務
局
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
名

（
４
）
研
修
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
長　
　
　
　

１
名

（
５
）
広
報
委
員
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
名

（
６
）
各
区
の
代
表
幹
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
名

２　

本
会
の
役
員
は
、
会
長
、
副
会
長
、
事
務
局
長
、
研
修

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
長
、
広
報
委
員
長
、
各
区
居
宅

介
護
支
援
専
門
員
並
び
に
施
設
介
護
支
援
専
門
員
を
代
表

幹
事
と
し
、
総
会
に
お
い
て
会
員
の
中
か
ら
選
出
す
る
。
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３　

会
長
は
役
員
会
で
選
出
し
総
会
で
承
認
す
る
。

４　

副
会
長
、
事
務
局
長
、
研
修
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員

長
、
広
報
委
員
長
、
各
区
居
宅
ケ
ア
マ
ネ
幹
事
会
並
び
に

施
設
ケ
ア
マ
ネ
幹
事
会
の
代
表
幹
事
は
会
長
が
指
名
し
、

総
会
で
承
認
す
る
。

５　

監
事
は
２
名
と
し
、
総
会
に
お
い
て
役
員
以
外
か
ら
選

出
す
る
。

（
職
務
）

第
11
条　

会
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統
括
す
る
。

２　

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
が
不
在
の
時
、
会
長

に
事
故
が
あ
る
時
、
会
長
が
欠
け
た
時
は
、
そ
の
職
務
の
代

行
を
行
う
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
職
務
を
代
行
す
る
副

会
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
会
長
が
指
名
す
る
も
の
と
す
る
。

３　

事
務
局
長
は
、
本
会
の
運
営
業
務
を
遂
行
す
る
。

４　

役
員
は
、
役
員
会
を
構
成
し
、
会
務
の
執
行
を
決
定
す
る
。

さ
ら
に
、
役
員
の
う
ち
、
第
10
条
１
項
の
（
１
）
か
ら
（
５
）

に
つ
い
て
は
、
執
行
部
を
組
織
し
て
、
運
営
の
中
枢
と
な
る
。

５　

研
修
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
長
は
、
研
修
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
推
進
副
委
員
長
並
び
に
、
第
10
条
１
項
の
（
１
）

か
ら
（
４
）
並
び
に
、
会
長
よ
り
氏
名
さ
れ
た
居
宅
各
区

並
び
に
施
設
代
表
者
と
研
修
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
会

を
構
成
し
、
研
修
計
画
、
研
修
会
の
開
催
、
講
師
依
頼
の

調
整
を
行
う
。
又
、
各
区
よ
り
研
修
会
の
希
望
が
あ
っ
た

場
合
、
研
修
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
会
と
協
議
の
上
、

研
修
計
画
の
調
整
及
び
把
握
に
努
め
る
。

６　

広
報
委
員
長
は
、
広
報
副
委
員
長
と
広
報
委
員
会
を
構

成
し
て
、
協
会
の
広
報
活
動
を
行
う
。
又
、
各
区
居
宅
並

び
に
施
設
広
報
委
員
か
ら
の
各
区
居
宅
並
び
に
施
設
の
活

動
状
況
を
把
握
し
、
広
報
誌
の
発
行
、
協
会
の
普
及
・
PR

活
動
に
努
め
る
。

７　

各
区
居
宅
ケ
ア
マ
ネ
幹
事
会
並
び
に
施
設
ケ
ア
マ
ネ

幹
事
会
（
以
下
区
内
並
び
に
施
設
と
い
う
）
の
代
表
幹
事

は
、
副
幹
事
と
連
携
し
活
動
の
中
心
と
な
る
。
又
、
会
長

よ
り
氏
名
さ
れ
た
代
表
者
は
、
研
修
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進

委
員
と
し
て
委
員
会
に
参
加
し
、
連
携
に
努
め
る
。
区
内

並
び
に
施
設
で
の
活
動
を
行
う
際
は
、
活
動
計
画
の
企
画

や
調
整
を
行
い
、
区
内
並
び
に
施
設
の
会
員
へ
連
絡
を
行

う
。
但
し
、
区
内
並
び
に
施
設
の
会
員
の
規
模
や
代
表
幹

事
、
副
幹
事
の
み
で
円
滑
な
活
動
が
困
難
な
場
合
は
、
代

表
幹
事
の
判
断
で
区
内
並
び
に
施
設
活
動
に
協
力
で
き
る

会
員
を
指
名
し
、
協
力
を
得
る
こ
と
と
す
る
。

８　

監
事
は
、
本
会
の
会
計
及
び
業
務
の
執
行
を
監
査
す
る
。

（
任
期
）

第
12
条　

役
員
の
任
期
は
、
１
年
と
す
る
。
但
し
補
欠
役
員

の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

２　

役
員
は
、
再
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

役
員
は
、
辞
任
し
た
場
合
又
は
任
期
満
了
の
場
合
に
お

い
て
も
、
後
任
者
が
就
任
す
る
ま
で
は
、
そ
の
職
務
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
解
任
）

第
13
条　

役
員
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

き
は
、
任
期
の
途
中
で
あ
っ
て
も
総
会
の
評
決
に
よ
り
解

任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）
心
身
の
故
障
等
の
た
め
職
務
の
執
行
に
耐
え
ら
れ

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き

（
２
）
役
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
と
き

（
補
助
組
織
の
設
置
等
）

第
14
条　

会
長
は
、
役
員
会
の
承
認
を
得
て
、
委
員
会
、
専

門
部
会
等
の
補
助
組
織
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
務
局
）

第
15
条　

本
会
の
事
務
局
は
、
さ
い
た
ま
市
北
区
日
進
町
２

丁
目
１
８
６
４
―

10　

Ｊ
Ｓ
日
進　

さ
い
た
ま
市
社
会
福

祉
協
議
会
内
に
置
く
。

（
顧
問
）

第
16
条　

本
会
に
専
門
的
な
知
識
の
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
に
顧

問
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２　

顧
問
は
、
会
員
以
外
の
者
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

顧
問
は
、
学
識
経
験
者
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
経
験
者

等
、
本
会
の
運
営
に
指
導
・
助
言
者
と
し
て
貢
献
す
る
こ

と
と
し
て
、
役
員
会
に
お
い
て
役
員
の
承
認
の
も
と
決
定

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
４
章　

会
議

（
種
別
及
び
構
成
）

第
17
条　

本
会
の
会
議
は
、
総
会
及
び
役
員
会
と
し
、
総
会

は
通
常
総
会
及
び
臨
時
総
会
と
す
る
。

２　

総
会
は
、
会
員
を
も
っ
て
構
成
し
、
役
員
会
は
、
役
員

を
も
っ
て
構
成
す
る
。

（
権
能
）

第
18
条　

総
会
は
、
次
の
事
項
を
議
決
す
る
。

（
１
）
事
業
計
画
に
関
す
る
事
項

（
２
）
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
事
項

（
３
）
会
則
の
改
正
に
関
す
る
事
項

（
４
）
そ
の
他
、
本
会
の
円
滑
な
運
営
に
関
す
る
重
要
な

事
項

２　

役
員
会
は
、
次
の
事
項
を
協
議
執
行
す
る
。

（
１
）
総
会
に
付
議
す
る
事
項　
　
　
　
　
　
　

（
２
）
総
会
に
お
い
て
議
決
し
た
事
項
の
執
行
に
関
す
る

こ
と

（
３
）
そ
の
他
、
本
会
の
円
滑
な
運
営
に
関
す
る
事
項

（
招
集
及
び
開
催
）
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第
19
条　

総
会
の
会
議
は
会
長
が
招
集
し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

２　

総
会
を
招
集
す
る
に
は
、
会
員
に
対
し
、
会
議
の
目
的

た
る
事
項
及
び
そ
の
内
容
並
び
に
日
時
及
び
場
所
を
示
し

て
文
書
を
も
っ
て
通
知
す
る
。

３　

通
常
総
会
は
、
毎
年
１
回
開
催
す
る
。

４　

臨
時
総
会
は
、
役
員
会
が
必
要
と
認
め
た
と
き
、
又
は

総
会
員
の
４
分
の
１
以
上
の
者
か
ら
会
議
の
目
的
た
る
事

項
を
示
し
て
請
求
が
あ
っ
た
と
き
開
催
す
る
。

５　

役
員
会
は
、
必
要
な
と
き
随
時
開
催
す
る
。

（
客
足
数
及
び
議
決
条
件
）

第
20
条　

会
議
は
、
総
会
に
お
い
て
は
会
員
、
役
員
会
に
お

い
て
は
役
員
の
そ
れ
ぞ
れ
２
分
の
１
以
上
の
出
席
に
よ
っ

て
成
立
し
、
出
席
者
の
過
半
数
の
同
意
を
も
っ
て
議
決
す

る
。
但
し
可
否
同
数
の
場
合
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

２　

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
総
会
に
出
席
で
き
な
い
会

員
は
、
予
め
通
知
さ
れ
た
会
議
の
付
議
事
項
に
つ
い
て
、

書
面
を
も
っ
て
評
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
は
、

前
項
の
適
用
に
お
い
て
出
席
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
５
章　

会
計

（
経
費
）

第
21
条　

本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
寄
付
金
そ
の
他
の
収
入

を
も
っ
て
充
て
る
。

（
会
計
年
度
）

第
22
条　

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
４
月
１
日
か
ら
翌
年

の
３
月
31
日
ま
で
と
す
る
。

（
決
算
）

第
23
条　

本
会
の
収
支
は
、
毎
年
度
、
監
事
の
監
査
を
経
て
、

総
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
６
章　

個
人
情
報
保
護
に
対
す
る
取
扱
い

（
個
人
情
報
保
護
の
取
扱
い
）

第
24
条　

本
会
は
会
員
の
個
人
情
報
保
護
に
関
し
、
以
下
に

あ
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
会
員
が
本
会
に
入
会
し
て
い
る

期
間
及
び
本
会
を
退
会
し
た
後
も
第
三
者
に
対
し
て
個
人

情
報
の
開
示
、
提
供
又
は
漏
洩
の
な
い
よ
う
適
正
か
つ
適

切
な
取
扱
い
を
行
な
う
。

（
１
）
会
員
個
人
の
自
宅
の
住
所
、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

番
号
等

（
２
）
会
員
か
ら
の
申
し
出
に
よ
る
所
属
事
業
所
名
及
び

住
所
、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
等

２　

会
員
は
協
会
会
員
の
知
り
得
た
個
人
情
報
に
関
し
、
会

員
が
本
会
に
入
会
し
て
い
る
期
間
及
び
本
会
を
退
会
し
た

後
も
第
三
者
に
対
し
て
個
人
情
報
の
開
示
、
提
供
を
し
て

は
な
ら
な
い
。

３　

会
員
は
協
会
会
員
の
知
り
得
た
個
人
情
報
に
関
し
、
会

員
が
本
会
に
入
会
し
て
い
る
期
間
及
び
本
会
を
退
会
し
た

後
も
個
人
情
報
を
私
的
な
営
業
活
動
や
営
利
目
的
に
使
用

し
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
７
章　

会
則
の
変
更
及
び
委
任

（
会
則
の
変
更
）

第
25
条　

こ
の
会
則
を
改
正
す
る
と
き
は
、
役
員
会
の
発
議

に
よ
り
、
総
会
に
お
い
て
議
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
委
任
）

第
26
条　

こ
の
会
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
会
則
の

施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
役
員
会
の
協
議
を
経
て
、

別
に
定
め
る
。

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
15
年
６
月
14
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
15
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

２　

こ
の
会
則
の
施
行
日
以
後
、
最
初
に
選
任
さ
れ
た
役
員

の
任
期
は
、
第
12
条
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平

成
16
年
３
月
31
日
ま
で
と
す
る
。

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
16
年
６
月
19
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
16
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
17
年
６
月
18
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
17
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
18
年
５
月
28
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
18
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
21
年
５
月
23
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
21
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
22
年
５
月
29
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
22
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
23
年
５
月
28
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
23
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
25
年
５
月
18
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
25
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
26
年
５
月
17
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
26
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。
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ちょっと   coffee  break

　早いもので、今年も半分が過ぎてしまいました。
ついこの間まで寒くてマフラー、手袋、カイロが
手放せなかった日々が嘘のようですね。日差しが
強く 30℃前後まで気温も上がり、もうすぐあの暑
い夏がやって来るのだな～と感じる今日この頃で
す。
　さて、皆さんはどの季節が好きですか？私は海
やプールに行ける夏が大好きでしたが、近年の夏
の暑さは尋常ではないですね…仕事柄、利用者さ
んの脱水など体調変化を気にしてしまいます。そ
のせいか、最近は過ごしやすい春や秋のほうが良
いなぁ～と、感じ方が変わってきました。心地よ
い風、澄んだ空、色とりどりの花など…そして何
よりも食べ物が美味しい季節です！
　話は変わりますが、今年に入り家庭菜園デ
ビューをしました。自宅の敷地のこじんまりした
スペースですが…。思いたったのは４月下旬、構
想３日のプロジェクトが始まりました。５月上旬
に苗を買いにホームセンターへ。ナス、キュウリ、
トマト、オクラをチョイス。理由はというと、「初

デビュー !!!!!

会員Ｓ

心者でも作れるから」と聞いたので…こうしてこ
の日から、出勤前の水やりとモニタリングの日課
が始まりました。野菜作りなんて、中学校時にプ
ランターでトマトを作って以来でしたが、あの頃
の感覚と違うことに自分でも驚きです！ちっとも
楽しく思えなかった作業・観察（モニタリング）
が楽しいのです。きっと今なら良い成績が取れた
のにね（笑）
　花が咲き、実がなり、その実が大きくなるのを
観ていると「野菜の成長って早いな～」とつくづ
く感じてしまいます。この仕事をしていると、な
かなか目に見える成果を感じる機会が少ないので
草木の成長すら、新鮮に感じてしまうのは少し病
んでいるせいでしょうか？（笑）
　つい先日、待ちにまった収穫の日がやってきま
した !!! 野菜たちは皆、売っているものとは比べも
のにならないほどみずみずしく、収穫したての新
鮮野菜を食べられるということはとても贅沢なこ
とだと気づかされました。日々、小さな野菜から
大きな幸せを感じている初夏でございます。

ちょっと   coffee  break

リニューアルしたので見てくださ〜い !!

〒 331－0823　埼玉県さいたま市北区日進町２丁目 1864－10
JS 日進　さいたま市社会福祉協議会内　さいたま市介護支援専門員協会
電話　048 －782 －6839　FAX　048－782－6840

事 務 局

ホームページ
h t t p : / / www . s a i t am a s h i - k e am a n e . j p　

さいたま市介護支援専門員協会 検索


